
出雲神話圏とカミムスビの神 ８

カ
ミ
ム
ス
ビ
の
神
は
、
古
事
記
冒
頭
に
造
化
三
神
と
し
て
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
の

神
と
並
称
さ
れ
な
が
ら
、
神
代
史
上
こ
の
神
程
の
重
要
な
役
割
は
も
た
ず
、
ま

た
全
く
無
視
さ
れ
て
も
神
代
史
の
大
筋
に
は
何
ら
支
障
を
き
た
さ
ぬ
（
書
紀
本

文
参
照
）
程
度
の
神
格
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
わ
た
く
し
は
こ
の
神

に
心
ひ
か
れ
て
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
カ
ミ
ム
ス
ビ
の
神
と
出
雲
神
話
圏
の
特
異

な
関
連
性
の
故
で
あ
る
（
古
事
記
、
風
土
記
参
照
）
。

こ
の
神
に
つ
い
て
は
、
元
来
高
天
原
系
の
抽
象
神
で
あ
り
中
央
の
支
配
を
出

雲
圏
に
お
よ
ぼ
す
た
め
に
出
雲
神
話
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
と
み
る
説
と
、
出
雲

系
の
神
で
あ
る
と
す
る
説
が
従
来
か
ら
対
立
を
み
せ
た
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い

（勺Ｌ）る。も
し
出
雲
系
で
あ
る
な
ら
、
生
産
力
の
神
格
化
に
ふ
さ
わ
し
い
行
為
も
語
ら

れ
て
い
る
カ
ミ
ム
ス
ビ
の
神
の
形
成
過
程
を
探
る
こ
と
は
出
雲
神
話
圏
の
神
格

形
成
の
発
展
過
程
を
あ
き
ら
か
に
す
る
一
助
と
な
り
得
る
し
、
中
央
神
話
体
系

の
頂
点
的
存
在
に
な
り
得
た
理
由
お
よ
び
そ
の
過
程
を
究
明
す
れ
ば
、
記
紀
的

世
界
に
対
す
る
出
雲
の
世
界
の
自
己
主
張
の
仕
方
を
一
層
あ
き
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
出
雲
神
話
圏
に
関
す
る
諸
問
題
を
と
く
前
提
と
し
て
、

は

じ

め

に

出
雲
神
話
圏
と
力
、
、
、
ム
ス
ビ
の
神

古
墳
そ
の
他
の
遺
物
の
出
土
状
況
か
ら
、
出
雲
国
で
は
、
次
の
三
地
域
が
政

、

、

治
的
文
化
的
中
心
で
あ
っ
た
と
い
う
推
測
が
で
き
る
。
し
か
も
各
地
域
の
大
型

、

、

（３）

古
墳
に
つ
い
て
、
顕
著
な
特
徴
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。

１
熊
野
神
社
を
上
流
に
も
つ
意
宇
川
流
域
ｌ
前
期
・
後
期
両
様
式
の
大
型
古

墳
が
併
存

２
下
流
に
杵
築
大
社
を
も
つ
簸
川
流
域
ｌ
後
期
様
式
の
も
の
の
み
で
占
め
ら

れる
３
島
根
半
島
一
帯
ｌ
前
期
相
の
も
の
が
圧
倒
的

大
社
所
在
地
で
も
あ
る
１
，
２
の
地
域
は
、
強
大
豪
族
の
根
拠
地
で
あ
っ
た

カ
ミ
ム
ス
ビ
の
神
が
出
雲
系
の
神
格
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
の
が
本
稿
の
目
的

で
あ
る
。
か
つ
て
わ
た
く
し
は
同
じ
問
題
を
、
記
紀
に
お
け
る
ム
ス
ビ
ニ
神
の

現
わ
れ
方
の
矛
盾
、
カ
ミ
ム
ス
ビ
を
祖
と
す
る
諸
氏
族
の
性
格
、
系
譜
的
資
料

に
み
ら
れ
る
、
二
神
に
対
す
る
認
識
の
相
違
等
の
各
側
面
か
ら
論
じ
、
同
じ
結

（２）

論
を
得
た
の
だ
が
、
本
稿
は
そ
の
続
稿
と
し
て
、
出
雲
に
お
け
る
同
神
の
伝
承

の
分
布
の
仕
方
お
よ
び
書
紀
と
重
複
す
る
同
神
の
伝
承
の
性
格
を
論
拠
と
し
て

先
に
得
た
結
論
を
再
確
認
し
て
み
た
い
。

(1)

倉

塚

曄

子



に
違
い
な
く
、
古
墳
の
相
の
相
違
に
は
、
出
雲
全
土
統
一
以
前
の
地
域
的
勢
力

の
成
長
過
程
の
何
ら
か
の
反
映
が
あ
る
と
み
て
よ
い
。

と
こ
ろ
で
、
第
３
地
域
、
詳
し
く
言
え
ば
、
多
太
川
、
佐
太
川
を
中
心
と
す

る
半
島
一
帯
お
よ
び
出
雲
郡
の
宍
道
湖
西
岸
沿
い
地
域
に
つ
い
て
は
、
少
く
と

も
、
か
な
り
早
い
時
期
に
、
相
当
有
力
な
豪
族
の
占
拠
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
推

測
で
き
る
が
、
実
は
こ
の
地
域
に
限
っ
て
、
神
魂
命
の
伝
承
が
分
布
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
（
但
し
神
門
郡
は
例
外
）

１
嶋
根
郡
加
賀
郷
御
子
神
枳
佐
加
比
寶
命
佐
太
大
神
を
生
む

神
２
〃
加
賀
神
崎
右
伝
承
を
詳
述

の
３
〃
生
馬
郷
御
子
神
八
尋
鉾
長
依
日
子
命
の
鎮
座
伝
承

ビス
４
〃
法
吉
郷
御
子
神
宇
武
加
比
寶
命
の
鎮
座
伝
承

ム
５
楯
縫
郡
郡
名
神
魂
命
、
大
穴
持
命
の
神
宮
造
営
を
指
図
す
る

、、］力
６
出
雲
郡
漆
沼
郷
御
子
神
天
津
枳
比
佐
可
美
高
日
子
命
の
鎮
座
伝
承

と圏
７
〃
宇
賀
郷
御
子
神
綾
門
日
女
命
を
大
神
妻
問
う

話
８
神
門
郡
朝
山
郷
御
子
神
真
玉
著
玉
之
邑
日
女
命
を
、
大
神
妻
問
う

鋤“以上のうち、５を除けば、全て命の御子神伝承であり、この点か

出
ら
す
れ
ば
、
神
魂
命
は
こ
の
地
に
深
く
根
つ
い
て
い
る
よ
う
に
は
み
え
な
い
。

御
子
神
伝
承
と
言
え
ば
、
大
穴
持
命
も
各
地
に
御
子
神
を
分
布
さ
せ
て
い

る
。
そ
れ
ら
の
大
部
分
は
出
雲
の
し
か
も
一
地
域
に
し
か
伝
承
を
も
た
ぬ
お
そ

ら
く
そ
の
地
域
に
土
着
の
神
女
で
あ
る
。
第
３
地
域
に
は
大
穴
持
命
関
係
の
伝

（４）

承
は
比
較
的
少
な
い
（
五
例
）
の
だ
が
、
そ
の
う
ち
三
例
は
御
子
神
伝
承
で
あ

る
。
或
る
神
が
自
身
の
伝
承
と
系
譜
的
関
係
を
も
つ
神
の
伝
承
と
い
ず
れ
を
分

布
さ
せ
て
い
る
か
は
、
そ
の
神
の
信
仰
勢
力
の
強
さ
の
相
違
に
よ
る
の
で
あ
っ

て
両
者
を
同
等
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
が
、
大
穴
持
命
伝
承
に
関
し

９毛第３地域と著しい対照を示すのが、上述三地域のいずれにも属さ

な
い
山
間
部
地
帯
（
大
原
・
飯
石
・
仁
多
三
郡
）
で
あ
る
。
総
伝
承
数
は
第
３

地
域
と
ほ
ぼ
同
数
の
こ
の
地
域
に
は
大
穴
持
命
伝
承
が
十
二
例
分
布
し
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
は
全
て
命
自
身
に
つ
い
て
語
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
の
二
地
域
は
、
実
は
文
化
的
発
展
段
階
に
お
い
て
も
著
し
く
対
照
的
で
あ

る
。
稲
作
農
業
の
初
期
か
ら
後
期
へ
の
耕
地
の
拡
大
過
程
は
一
般
的
に
次
の
よ

う
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
木
製
農
具
で
開
拓
可
能
な
、
し
か

も
水
利
が
自
然
条
件
と
し
て
整
っ
て
い
る
沖
積
平
野
低
湿
地
帯
の
狭
い
分
散
的

な
土
地
に
始
ま
り
、
生
産
技
術
、
労
働
要
具
の
発
達
に
と
も
な
う
広
範
な
平
野

部
湿
潤
地
の
利
用
開
始
、
更
に
強
力
な
鉄
製
具
を
駆
使
し
て
の
丘
陵
ま
た
山
間

部
の
谷
間
傾
斜
地
の
開
発
耕
地
化
と
い
う
過
程
で
あ
る
。
こ
の
一
般
的
過
程
に

照
応
さ
せ
れ
ば
宍
道
湖
沿
岸
は
も
っ
と
も
初
期
に
開
発
可
能
な
条
件
を
備
え
て

お
り
、
一
方
山
間
部
三
郡
の
開
発
は
も
っ
と
も
お
く
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大

穴
持
命
が
「
五
百
津
蛆
猶
取
女
而
所
ン
造
二
天
下
一
大
神
」
と
し
て
形
象
さ
れ
る
の

は
、
大
量
の
鉄
製
労
働
具
と
労
働
力
を
動
員
し
得
る
族
長
層
の
出
現
を
ま
っ
て

耕
地
開
発
が
平
野
部
か
ら
山
間
部
へ
と
進
み
始
め
る
段
階
に
至
っ
て
か
ら
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
三
郡
の
至
る
と
こ
ろ
に
み
ら
れ
る
農
耕
伝
承
の
中

で
大
穴
持
命
は
そ
の
土
地
の
命
名
者
と
な
り
、
ま
た
同
神
の
御
田
や
御
財
の
所

●

●

在
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
同
神
自
身
の
伝
承
が
多
い
の
は
、
開

発
の
お
く
れ
た
こ
の
地
域
に
、
独
自
の
神
格
を
も
つ
文
化
圏
が
ま
だ
成
立
し
て

い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
方
第
３
地
域
に
お
け
る
大
穴
持
命
伝
承
の
数
の
少
な
さ
は
、
そ
れ
自
体
、
大

穴
持
命
を
拒
も
う
と
す
る
在
地
の
信
仰
圏
の
意
志
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
主
と
し
て
御
子
神
伝
承
の
形
で
し
か
現
わ
れ
な
い
の
も
同
じ
事
情

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
在
地
の
信
仰
に
支
え
ら
れ
た
、
無
視
し
得
な
い
神
格

が
既
に
存
在
し
た
た
め
に
、
作
為
的
に
縦
の
血
縁
関
係
を
結
ぶ
こ
と
で
し
か
、



1０出雲神話圏とカミムスピの神
支
配
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
立
地
条
件
や
古
墳
の
出
土

状
況
か
ら
比
較
的
早
期
に
文
化
的
発
達
を
と
げ
て
い
た
と
考
え
得
る
第
３
地
域

に
は
、
佐
太
大
神
を
中
心
と
す
る
独
自
の
信
仰
圏
が
形
成
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
系
譜
的
に
は
神
魂
命
を
祖
母
神
と
す
る
こ
の
神
は
、
嶋
根
秋
鹿
二
郡
に

わ
た
っ
て
伝
承
さ
れ
、
太
陽
神
的
な
誕
生
讃
を
も
ち
、
大
穴
持
命
、
熊
野
大
神

、

、

と
同
様
特
に
大
神
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
佐
太
は
狭
田
の
意
で
あ
ろ
う
か
ら
（
国

引
き
の
詞
章
に
狭
田
と
あ
る
）
稲
作
農
業
の
極
く
初
期
に
形
象
さ
れ
た
神
と
言

鰐えし-争う。
神
魂
命
伝
承
が
分
布
し
て
い
る
の
は
、
右
の
よ
う
な
特
殊
な
地
域
な
の
だ

が
、
同
神
を
高
天
原
系
と
考
え
る
な
ら
、
こ
の
偏
在
状
態
を
い
か
に
解
釈
で
き

る
だ
ろ
う
か
。
も
し
も
中
央
の
勢
力
を
出
雲
へ
お
よ
ぼ
そ
う
と
す
る
意
図
に
よ

っ
て
カ
ミ
ム
ス
ビ
の
神
が
出
雲
の
世
界
に
登
場
し
た
の
で
あ
る
な
ら
、
当
然
出

雲
全
域
に
わ
た
っ
て
、
し
か
も
大
穴
持
命
や
須
佐
乃
烏
命
に
関
連
さ
せ
て
語
ら

れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
第
３
地
域
は
、
大
和
勢
力
が
出
雲
に
お
よ
ぶ
前
に
、
既

に
大
穴
持
命
に
象
徴
さ
れ
る
統
一
勢
力
下
に
は
い
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
っ
て
、
大
和
側
が
特
に
こ
の
地
方
に
限
っ
て
顧
慮
す
る
理
由
は
何
ら
見
出

せ
な
い
。
わ
た
く
し
は
、
こ
の
偏
在
状
態
こ
そ
、
神
魂
命
が
出
雲
の
し
か
も
古

い
文
化
圏
で
あ
っ
た
こ
の
地
域
で
生
ま
れ
た
神
格
で
あ
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る

と
思
う
の
だ
が
、
同
神
自
身
の
唯
一
の
伝
承
か
ら
こ
の
点
は
さ
ら
に
あ
き
ら
か

になる。

②

楯
縫
郡
、
郡
名
由
来
の
条
に
よ
る
と
、
大
穴
持
命
の
神
宮
造
営
に
あ
た
っ
て

神
魂
命
が
采
配
を
ふ
る
っ
た
と
あ
る
。
そ
の
際
に
下
さ
れ
た
神
魂
命
の
神
詔
と

内
容
文
辞
共
に
著
し
く
類
似
し
た
伝
承
が
高
皇
産
霊
尊
の
神
詔
と
し
て
書
紀
国

譲
り
の
条
の
一
書
に
採
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

風

土

記

書

紀

一

書

第

二

、

所
三
以
号
二
楯
縫
一
者
神
魂
命
詔
時
高
皇
産
霊
尊
…
…
勅
二
大
已
貴
神
》

△
ａ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
’
’

五
十
足
天
日
栖
宮
之
縦
横
御
量
千
日
一
：
。
…
…
夫
汝
所
ン
治
顕
露
之
事

騨枠紳榊鯲冒緒緒ルャ縛緒や創劃国割制洲馴創汝則可三以治二

～

而雌弘紳融榊祁所ン造二天下一神事一又汝応ン住天日隅宮一者一今

下

①
Ｉ

②

大神之宮造奉詔而御子天御烏当二偽過一即以二千尋楕繩一結為
②
ｌ

命
楯
部
為
而
天
下
給
之
爾
時
退
二
百
八
十
紐
一
其
造
ン
宮
之
剴
者

下
来
坐
而
大
神
宮
御
装
束
楯
造
始
ｃ
ｌ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ

給所是也価至ン今楯桙造而帷則高太板則広厚又将二田供、

、

佃
一
又
為
丁
汝
往
来
遊
し
海
之
具
上

奉
二
於
皇
神
等
一
故
云
二
楯
縫
一
ｄ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
川
Ⅱ
Ⅱ
１
１
１
４
卯
１

高
橋
浮
橋
及
天
烏
船
亦
将
二
供
造
一

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

又
於
二
天
安
河
一
亦
造
二
打
橋
一
叉
供

、

、

、

、

、

、

、

、

二
造
百
八
十
縫
之
白
楯
一
又
当
二
主

③

１

１

、

、

汝
祭
祀
二
者
天
穂
日
命
是
也

、
、
、
-
Ｉ
副
Ｉ
、
、
、
、
、
、

ほ
ぼ
同
内
容
の
こ
の
二
伝
承
は
、
文
辞
の
上
で
も
か
な
り
の
類
似
点
を
も
つ

（
ゴ
ヂ
ッ
ク
部
分
参
照
）
。
出
雲
風
土
記
に
は
（
以
下
風
土
記
と
略
称
）
古
事
記

の
出
雲
系
神
話
と
内
容
が
一
部
分
重
る
説
話
が
い
く
つ
か
あ
る
（
意
宇
郡
母
理

郷
・
大
原
郡
来
次
郷
等
）
が
、
そ
れ
ら
は
極
め
て
断
片
的
な
地
名
説
話
で
あ
っ

て
文
辞
の
上
の
類
似
点
な
ど
見
出
す
べ
く
も
な
い
。
ま
し
て
古
事
記
程
度
の
重

り
も
み
せ
ず
、
風
土
記
と
は
ほ
と
ん
ど
無
縁
に
思
わ
れ
る
書
紀
に
お
い
て
、

こ
れ
程
ま
で
の
類
似
は
唯
一
の
例
で
あ
り
極
め
て
特
異
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
両
者
の
間
に
は
何
ら
か
の
資
料
的
関
連
を
十
分
想
定
し
得
る
の
だ
が
、
問

題
は
こ
の
伝
承
が
本
来
出
雲
側
大
和
側
の
い
ず
れ
で
成
立
し
た
か
と
い
う
点
に
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ある。右
の
二
文
の
う
ち
風
土
記
の
方
は
少
く
と
も
書
紀
と
の
比
較
の
限
り
で
あ
き

ら
か
に
韻
律
的
で
あ
り
（
○
印
部
分
）
、
風
土
記
に
一
般
的
な
、
古
態
を
示
す

５

重
複
語
法
（
△
印
・
印
部
分
）
と
相
ま
っ
て
口
承
的
な
響
き
を
伝
え
て
い
る
。

国
引
き
の
詞
章
を
除
い
て
こ
の
程
度
に
せ
よ
韻
律
的
な
文
章
は
当
風
土
記
に
稀

で
あ
る
が
、
以
上
の
口
承
語
的
な
特
徴
は
あ
き
ら
か
に
風
土
記
的
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
引
用
文
の
比
較
に
よ
っ
て
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
が
、
周
知
の
如
く

両
書
の
文
体
上
の
相
違
は
、
風
土
記
が
ほ
と
ん
ど
日
本
語
の
語
順
の
ま
ま
に
記

述
す
る
顕
著
な
和
文
体
（
但
し
伝
説
部
分
に
限
る
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
書
紀
が

全
巻
ほ
ぼ
正
格
の
漢
文
体
で
一
貫
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
書
紀
神
代

巻
に
は
伝
承
の
性
質
上
漢
文
と
し
て
は
破
格
の
和
文
的
表
現
も
み
ら
れ
る
が
、

古
事
記
上
巻
と
比
較
す
れ
ば
、
漢
文
的
と
い
う
特
徴
は
神
代
巻
に
お
い
て
も
著

し
い
。
こ
の
点
を
念
頭
に
お
く
と
、
右
の
書
紀
文
中
の
ａ
ｉ
ｄ
の
四
文
に
は
構

文
上
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
で
は
い
ず
れ
も
動
詞
の
目
的
に
あ

た
る
語
（
Ⅱ
線
部
分
）
が
動
詞
（
～
ｒ
部
分
）
に
先
行
し
て
い
る
。
こ
れ
と
同
じ
構
文

の
現
わ
れ
方
を
記
紀
風
土
記
三
書
に
つ
い
て
み
る
と
、
先
述
の
如
く
風
土
記
伝

承
部
分
で
は
こ
の
よ
う
な
構
文
が
一
般
的
で
漢
文
的
語
順
の
も
の
は
む
し
ろ
少

な
い
。
し
か
し
文
選
の
語
句
の
引
用
な
ど
に
よ
り
、
純
漢
文
体
と
し
て
工
夫
の

、

、

、

、

こ
ら
さ
れ
て
い
る
地
誌
的
部
分
に
は
ほ
と
ん
ど
現
わ
れ
な
い
。
一
方
記
・
紀
神

６

代
の
部
分
（
以
下
単
に
記
・
紀
と
い
う
場
合
神
代
巻
を
指
す
こ
と
と
す
る
）
を
比

較
す
る
と
記
三
六
例
に
対
し
紀
一
五
例
で
あ
り
（
う
ち
四
例
が
右
の
引
用
部
分

に
集
中
し
て
い
る
）
全
体
量
の
少
な
い
前
者
に
多
く
現
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
和
文
的
性
格
の
著
し
い
も
の
程
こ
の
構
文
が
多
い
の
で
あ
る
。
日
本
文
と
し

て
そ
れ
が
一
般
的
な
語
順
な
の
で
あ
る
か
ら
む
し
ろ
こ
の
現
象
は
当
然
と
も
言

える。しかし漢文でも、特に主題として提示したい場合、または長い

語
の
場
合
、
目
的
に
あ
た
る
語
を
先
行
さ
せ
る
こ
と
は
少
し
も
異
例
で
は
な
く
、

こ
の
場
合
日
本
文
と
漢
文
の
構
造
は
一
致
す
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
上

、

、

、

記
四
文
の
ご
と
き
構
文
を
も
っ
て
直
ち
に
和
文
的
と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

き
な
い
。
こ
の
四
文
も
Ｃ
を
除
け
ば
少
く
と
も
語
順
に
関
す
る
限
り
正
格
の
漢

文
に
違
い
な
い
。
だ
が
問
題
の
構
文
が
日
本
文
と
し
て
は
一
般
的
で
あ
る
の
に

対
し
、
漢
文
で
は
意
識
的
に
目
的
に
あ
た
る
語
を
取
り
出
さ
ぬ
限
り
は
、
そ
れ

は
動
詞
の
後
に
お
か
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
と
い
う
相
違
点
を
考
慮
す
れ
ば
、

四
文
が
和
文
的
構
造
に
ひ
か
れ
て
で
き
た
も
の
か
も
知
れ
ぬ
と
い
う
可
能
性
が

生
じ
て
く
る
。
そ
の
可
能
性
は
次
の
事
実
で
か
な
り
確
実
に
な
っ
て
く
る
。
引

用
文
中
三
例
の
「
者
」
の
う
ち
③
を
除
く
二
例
が
漢
文
的
に
で
は
な
く
日
本
語

の
係
助
詞
「
は
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

漢
文
の
「
者
」
字
に
は
様
女
の
用
法
が
あ
る
が
、
三
書
に
み
え
る
「
者
」
を

今
便
宜
上
大
漢
和
辞
典
の
分
類
に
従
っ
て
整
理
し
て
み
る
と
屡
女
現
わ
れ
る
の

は
次
の
七
種
の
用
法
で
あ
る
。

ａ
も
の
、
人
、
事
、
物
等
を
指
し
て
い
う
。

ｂ
は
、
と
は
、
差
別
の
助
詞

ｃ
ぱ
、
れ
ば
、
順
接
の
助
詞

ｄ
語
勢
を
強
め
る
助
詞

ｅ
こ
ろ
、
時
を
示
す
語
に
そ
へ
る
助
詞

ｆ
こ
と
、
動
詞
形
容
詞
又
は
句
に
附
し
て
こ
れ
を
名
詞
と
す
る
助
詞

ｇ
や
、
な
り
「
也
」
に
同
じ

大
体
漢
文
に
は
、
必
要
な
事
の
頂
点
以
外
は
で
き
る
だ
け
省
略
し
よ
う
と
す

る
傾
向
が
あ
り
、
こ
の
、
国
語
の
辞
に
相
当
す
る
機
能
を
も
つ
「
者
」
に
し
て

も
、
特
に
必
要
で
な
い
限
り
省
略
し
よ
う
と
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
後
に
示

す
が
三
書
に
お
い
て
も
当
然
漢
文
体
に
近
い
程
「
者
」
の
現
わ
れ
方
は
少
い
。
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風
土
記
で
も
地
誌
的
部
分
に
は
全
体
の
一
割
弱
し
か
現
わ
れ
ず
、
書
紀
で
も
、

神
代
巻
に
比
較
し
て
三
巻
以
下
で
は
使
用
が
ご
く
稀
で
あ
る
。

漢
文
に
お
け
る
助
字
と
し
て
の
「
者
」
の
用
法
で
も
っ
と
も
一
般
的
な
の
は

先
述
の
ｆ
で
、
つ
い
で
ｂ
、
ｃ
、
ｅ
、
ｇ
等
が
比
較
的
よ
く
み
ら
れ
る
。
そ
れ

に
対
し
、
三
書
全
体
と
し
て
特
に
目
立
つ
の
は
、
ｂ
も
し
く
は
ｄ
に
準
ず
る
用

法
で
「
は
」
（
「
ど
は
」
「
を
ば
」
）
と
訓
ぜ
ら
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。
漢
文
で
ｂ
用
法

に
お
け
る
「
者
」
は
、
あ
る
語
を
特
に
そ
の
文
の
主
題
と
し
て
提
起
す
る
機
能

を
も
ち
、
「
は
」
と
訓
読
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
場
合
「
．
：
と
は
」
「
…

た
る
は
」
と
い
っ
た
語
気
を
含
ん
で
い
る
。
「
者
」
の
こ
う
い
う
機
能
は
係
助

詞
「
は
」
と
共
通
点
を
も
つ
た
め
、
漢
字
で
日
本
語
を
綴
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
時
、
日
本
語
の
情
緒
表
現
に
不
可
欠
な
辞
の
一
つ
と
し
て
利
用
す
る
に
は
ま

こ
と
に
好
都
合
で
あ
っ
た
。
そ
の
ゆ
え
に
、
ｂ
、
ｃ
に
準
ず
る
用
例
の
中
に

は
、
漢
文
的
語
法
に
か
な
っ
た
用
法
も
少
な
か
ら
ず
存
す
る
（
た
と
え
ば
「
其

◎

所
し
謂
黄
泉
比
良
坂
者
今
論
二
出
雲
国
之
伊
賤
夜
坂
一
也
レ
」
Ｉ
記
・
黄
泉
国
訪
問

◎

ｌ
「
所
二
以
避
一
者
其
八
十
神
各
有
寸
欲
ン
婚
二
稲
羽
之
八
上
比
売
一
之
心
上
…
」
ｌ

記
・
大
穴
牟
遅
神
妻
問
い
ｌ
）
一
方
、
漢
文
の
助
字
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
全
く
無
視

し
た
、
完
全
な
日
本
語
の
「
は
」
と
し
て
の
用
例
が
多
く
現
わ
れ
て
く
る
の
も

当
然
と
言
え
る
。
次
の
数
例
は
そ
の
顕
著
な
例
で
あ
る
。

①

②

「
言
状
者
此
鉤
者
瀞
煩
鉤
須
須
鉤
貧
鈎
宇
流
鉤
云
而
」
ｌ
記
・

海
幸
・
山
幸
ｌ

③

「
落
隠
入
之
間
火
者
焼
過
」
ｌ
記
・
根
国
訪
問
Ｉ

④

「
曾
毘
良
適
者
負
二
千
入
之
敬
一
」
ｌ
記
・
須
命
昇
天
ｌ

①
の
場
合
「
者
」
自
体
が
状
態
の
意
味
を
も
つ
か
ら
「
状
」
と
重
ね
る
こ
と

は
不
必
要
で
あ
り
、
②
は
「
と
は
」
と
い
う
語
気
を
添
え
る
必
要
は
認
め
ら
れ

な
い
口
頭
的
な
呪
文
の
文
中
で
あ
る
、
③
の
場
合
も
特
に
「
火
」
を
他
の
物
と
区

（
但
し
紀
記
は
神
代
巻
に
限
る
）

、

、

、

③
は
区
別
の
あ
い
ま
い
な
も
の
は
除
き
、
確
実
に
日
本
語
的
と
み
ら
れ
る
例

の
み
拾
っ
た
も
の
で
あ
る
。
②
の
残
る
例
を
さ
ら
に
厳
密
に
検
討
す
れ
ば
③
は

増
す
可
能
性
が
あ
り
、
わ
た
く
し
に
と
っ
て
よ
り
好
都
合
だ
が
こ
の
数
字
で
も

大
体
の
傾
向
は
あ
や
ま
り
な
く
示
さ
れ
て
い
る
。

記
お
よ
び
風
土
記
伝
説
部
分
に
お
け
る
②
に
対
す
る
③
の
比
率
の
高
さ
は
、

「
者
」
が
主
に
和
文
体
的
記
述
を
助
け
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。
古
事
記
に
、
漢
文
と
し
て
は
異
例
な
程
「
者
」
が
現
わ
れ
る
の

も
、
実
は
和
文
体
的
記
述
に
必
要
な
「
は
」
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
な

の
で
あ
る
。
従
っ
て
右
表
②
と
り
わ
け
③
に
該
当
す
る
「
者
」
の
有
無
や
多
少

は
、
あ
る
文
の
和
文
的
傾
向
の
有
無
も
し
く
は
そ
の
程
度
を
知
る
有
力
な
一
徴

証
と
な
り
得
る
。

問
題
の
害
紀
文
中
に
現
わ
れ
る
三
例
の
「
者
」
の
う
ち
③
は
漢
文
の
助
字
と

み
な
し
得
る
が
、
①
②
は
い
ず
れ
も
係
助
詞
的
用
法
と
み
な
す
方
が
妥
当
で
あ

別
し
強
調
す
る
必
要
は
全
く
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
完
全
に
日
本
の
「
は
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
さ
ら
に
④
は
、

い
わ
ば
「
は
」
の
訓
仮
名
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

今
こ
の
用
法
に
お
け
る
「
者
」
を
三
書
か
ら
拾
う
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

｜書紀一古事記一風土與蔀鯛鮒拠簔一

①
「
者
」
字
総
数

②
ｂ
、
Ｃ
に
準
ず
る
用
例

③
②
の
う
ち
純
粋
な
日
本
語
的
用
例

１３４２１３４２１６６

１１１１６５２６０

２２４９６４
戸 戸 戸

３ ５ ５
ｰ ｰ ｰ
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る
。
前
後
の
文
脈
か
ら
す
れ
ば
「
天
日
隅
宮
」
「
造
営
之
制
」
を
「
者
」
で

以
っ
て
特
に
他
の
物
た
と
え
ば
「
高
橋
浮
橋
・
天
烏
船
」
も
し
く
は
「
百
八
十

縫
之
白
楯
」
と
区
別
し
て
強
調
す
る
必
要
は
み
と
め
ら
れ
な
い
。
ｂ
文
で
も
し

。

。の

「
者
」
を
用
い
る
と
す
れ
ば
慣
用
と
し
て
「
汝
之
所
応
し
住
天
日
隅
宮
者
」
と

い
う
構
文
に
な
る
べ
き
で
、
そ
う
で
な
い
限
り
「
者
」
は
特
に
必
要
と
な
っ
て

来
な
い
。
こ
れ
ら
の
「
者
」
は
あ
き
ら
か
に
日
本
語
の
「
は
」
を
意
識
し
て
用

い
ら
れ
た
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
者
」
の
用
法
に
和
文
的
傾
向
を
み
と
め
得
る
の
で
あ
れ
ば
先
に
問
題
に
し

た
四
文
も
、
和
文
的
構
文
に
ひ
か
れ
て
成
立
し
た
も
の
と
す
る
可
能
性
は
か
な

り
大
き
く
な
る
。
と
も
か
く
こ
の
一
条
は
、
可
能
な
限
り
純
粋
な
漢
文
体
表
記

を
意
図
し
て
い
る
書
紀
の
一
般
的
傾
向
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
と
も
み
な
し
得
る

い
く
つ
か
の
特
徴
を
も
つ
の
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
が
こ
の
条
に
固
有
の
も
の
で

は
な
い
に
し
て
も
、
か
な
り
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
条
が

よ
り
和
文
的
な
資
料
を
下
敷
と
し
、
そ
れ
を
漢
文
的
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
成
立
し
た
こ
と
を
語
る
有
力
な
一
証
と
な
ろ
う
。
引
用
し
た
風
土
記
の
文
自

体
を
資
料
と
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
こ
の
神
詔
が
本
来
は
よ
り

和
文
的
な
世
界
す
な
わ
ち
風
土
記
的
な
世
界
で
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
は
言
え

る
だ
ろ
う
。

③

さ
ら
に
書
紀
一
書
の
内
容
か
ら
も
右
の
点
を
裏
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ

ヲ（》○先
の
二
文
を
比
較
す
る
と
高
皇
産
霊
尊
の
神
詔
に
は
、
神
魂
命
の
そ
れ
に
は

み
ら
れ
な
い
大
国
主
神
祭
祀
の
諸
条
件
が
加
え
ら
れ
て
い
る
（
左
傍
点
部
分
参

照
）
・
さ
ら
に
右
の
引
用
箇
所
の
後
に
は
、
大
国
主
祭
祀
の
た
め
の
諸
具
を
作
り

奉
仕
す
る
神
々
の
役
割
分
担
を
き
め
た
と
い
う
記
事
が
続
く
。
こ
の
一
書
第
二

の
前
半
は
、
大
国
主
神
の
祭
祀
に
つ
い
て
力
を
こ
め
て
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
風
土
記
に
も
大
神
奉
仕
に
関
す
る
伝
承
は
至
る
と
こ
ろ
に
散
在
す
る
。

種
次
の
生
活
資
源
を
提
供
し
て
く
れ
る
四
囲
の
山
女
を
、
大
神
の
社
そ
の
も
の
、

大
神
の
御
蔭
、
御
桙
、
御
冠
で
あ
る
と
語
り
（
神
門
郡
田
俣
山
以
下
）
御
子
和
加

布
都
恕
志
命
は
大
神
の
神
田
の
管
理
に
あ
た
っ
た
と
い
い
（
出
雲
郡
美
談
郷
）
、

大
神
宮
造
営
の
た
め
に
諸
女
の
皇
神
が
参
集
奉
仕
し
た
と
伝
え
る
（
出
雲
郡
杵

築
郷
）
諸
伝
承
等
、
こ
れ
ら
は
、
大
穴
持
命
の
信
仰
的
権
威
に
服
従
し
て
い
っ
た

在
地
勢
力
の
奉
仕
の
姿
を
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
神
魂
命
の
伝
承
も
そ
の
一
つ

の
典
型
で
あ
っ
て
こ
の
古
い
文
化
圏
に
大
穴
持
命
の
勢
力
が
お
よ
ん
だ
際
に
在

地
の
神
が
す
す
ん
で
奉
仕
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
語
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

一
書
第
二
の
前
半
は
ま
さ
し
く
出
雲
各
地
に
散
在
す
る
こ
れ
ら
の
大
穴
持
命

奉
仕
の
伝
承
を
一
つ
に
統
合
し
た
よ
う
な
形
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
天
穂

日
命
に
大
国
主
神
祭
祀
を
任
命
し
て
い
る
の
も
、
国
造
神
賀
詞
の
天
穂
日
命
に

関
す
る
独
自
の
主
張
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
神
詔
を
含
む
一
書
第
二
の
前
半

部
分
は
、
直
接
間
接
い
ず
れ
に
せ
よ
出
雲
側
の
資
料
に
も
と
ず
い
て
い
る
と
言

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

む

す

び

以
上
の
諸
点
に
よ
っ
て
わ
た
く
し
は
カ
ミ
ム
ス
ビ
の
神
が
出
雲
側
の
し
か
も

第
３
の
地
域
で
生
ま
れ
た
神
格
で
あ
る
と
結
論
す
る
。
そ
う
は
言
っ
て
も
こ
の

地
域
へ
の
根
づ
き
方
は
意
外
に
浅
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
佐
太

大
神
等
土
着
の
神
格
よ
り
後
次
的
な
所
産
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
狭
田
の
神
の
ご

と
き
具
象
物
の
神
格
化
で
は
な
く
、
生
産
力
と
い
う
よ
う
な
抽
象
的
概
念
の
神

格
化
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
神
が
形
成
ざ
れ
系
譜
化
さ
れ
始
め
て
い
る
と
こ
ろ



1４出雲神話圏とカミムスビの神
に
、
出
雲
に
お
け
る
神
話
的
思
考
力
の
発
展
過
程
を
看
取
し
得
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
ま
た
中
央
神
話
体
系
の
頂
点
に
位
置
す
る
に
至
っ
た
経
過
は
、
出
雲
文

化
圏
の
勢
力
伸
長
と
関
連
す
る
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
古
事
記
で

途
中
か
ら
突
然
高
木
神
と
改
称
さ
れ
、
天
孫
降
臨
に
際
し
天
照
大
御
神
の
補
佐

役
を
つ
と
め
る
の
を
も
っ
ぱ
ら
と
し
て
、
ム
ス
ピ
の
神
に
ふ
さ
わ
し
い
行
為
は

何
一
つ
語
ら
れ
て
い
な
い
高
天
原
側
の
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
の
神
と
の
比
較
分
析
に

よ
っ
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
、
生
産
力
の
神
格
化
の
特
殊
性
を
さ
ぐ
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
こ
れ
は
世
界
に
普
遍
的
な
生
成
力
の
根
源
た
る
大
地
母
神
が
、
わ

が
国
の
神
話
に
極
め
て
不
明
瞭
な
姿
で
し
か
現
わ
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
と
い
う

問
い
に
関
連
し
て
く
る
。
わ
た
く
し
が
右
に
得
た
結
論
を
前
提
と
し
て
、
以
上

の
よ
う
な
様
友
の
興
味
あ
る
問
題
が
提
起
さ
れ
て
く
る
。
こ
れ
ら
は
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。

註
①
そ
れ
ぞ
れ
多
少
一
三
ア
ン
ス
の
相
違
は
あ
る
が
カ
ミ
ム
ス
ピ
の
神
に

つ
い
て
は
、
次
の
各
氏
の
説
が
あ
る
。

高
天
原
説

津
田
左
右
吉
氏
「
日
本
古
典
の
研
究
」
下
巻
第
六
篇

石
母
田
正
氏
「
国
作
り
に
関
す
る
覚
書
」
（
「
古
事
記
大
成
文
学
篇
」
所
収
）

梅
沢
伊
勢
三
氏
「
古
事
記
、
日
本
書
紀
」

松
村
武
雄
氏
「
日
本
神
話
の
研
究
」
第
二
巻
第
一
章

安
藤
正
次
氏
「
出
雲
国
造
神
賀
詞
考
説
」
（
「
古
典
と
古
語
」
所
収
）

②
拙
稿
「
出
雲
神
話
圏
の
問
題
」
国
文
第
二
十
号

③
山
本
清
氏
「
遺
跡
の
示
す
古
代
出
雲
の
様
相
」
（
「
出
雲
国
風
土
記
の
研

究
」
所
収
）
お
よ
び
同
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

④
第
１
地
域
意
宇
郡
一
郡
に
八
例
、
第
２
地
域
出
雲
神
門
二
郡
に
十
例
の

出
雲
説

大
穴
持
命
伝
承
が
分
布
し
て
い
る
。

⑤
鴻
巣
隼
雄
氏
「
古
事
記
上
巻
に
見
え
る
一
聯
の
特
殊
語
法
」
（
古
事
記

年
報
一
）
参
照

な
お
同
氏
は
ふ
れ
て
お
ら
れ
な
い
が
、
反
覆
語
法
は
、
口
承
性
を
支
え

る
有
効
な
一
手
段
で
あ
る
。

⑥
神
代
巻
に
限
る
の
は
、
次
の
理
由
に
よ
る
。
書
紀
三
十
巻
が
、
編
者
を

異
に
す
る
数
グ
ル
ー
プ
に
分
け
得
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
定
説
と
な
っ
て
お

り
、
神
代
上
下
巻
は
、
独
立
し
た
一
グ
ル
ー
プ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
従

っ
て
用
字
・
文
体
を
問
題
に
す
る
場
合
、
こ
の
巻
だ
け
を
と
り
上
げ
て
も

差
支
え
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
古
事
記
も
当
然
そ
れ
に
対
応
す
る

上
巻
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ｍ
ｂ
文
に
つ
い
て
は
「
者
」
を
文
末
の
助
字
と
み
な
し
て
こ
こ
で
切
る
よ

み
方
も
あ
る
（
国
史
大
系
本
）
が
、
文
末
に
用
い
ら
れ
る
「
者
」
は
書
紀

で
は
必
ず
、
臭
・
也
・
等
、
他
の
助
辞
を
と
も
な
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の

よ
み
方
は
妥
当
と
は
思
え
な
い
。


